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研究ノート
A. マーシャルの『産業経済学』 (N)
橋 本
?
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今日 (1981年11月24日）までの時点で，残念ながら，初回に紹介した「産業経済解説」
の訳者，川部熊吉氏の消息はまったく分かっていない。巻末に記されている， 「大阪市西
区四条通3丁目35番地」という訳者（兼発行者）の住所はその後大正14年4月1日に港区
に編入され，昭和43年9日1日の住居表示の変更により，築港1丁目 9番および13番の一
部となり，現在にいたっている。しかし当該地区は第二次大戦で全焼しており，また第二
室戸台風でも大きな被害をうけ，現在の当該地区に居住する25世帯に川部姓をもつ方はお
られない。
また以上のような事情からすれば，たとえ川部氏の遺族をみつけたとしても，マーシャ
ルの書いた原文の「序文」を保存されている可能性も少ないように思われる。
報告に価いするだけのことを調べ得なかったのは，残念であるが，しかしこれだけのこ
とのためめだ・けにも，読売新聞，・西区役所はじめ多くの方のお世話になっているので， と
りあえず厚くお礼申しあげるため，敢えて書かせていただいた。
2 
さて，川部熊吉の訳書であるが，とりあえず，数ケ所を比較検討した結果については，
すでに報告した。訳書が公刊された当時の慣行としては，原註等を省略することは，決し
て珍しくなかった。したがって原註（周知のように，マーシャルは図形分析をすべて脚注
に回しているために，注を省いて邦訳することは，原典の真価がかなり割引かれることに
なるのだが）の翻訳がないことをもって，川部の訳業の価値を無視してしまうことはでき
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ない。現に川部は，かなり長文の注で，図形分析をともなわないものを，本文に組みいれ
て紹介してさえいる。
ただ前に紹介したことを一点訂正する必要がありそうである。川部が使用した底本は，
1881年版の第2版ではなく， 1889年版であることである。どちらも第2版ではあるが，こ
の年の版にかなり入れ替えられた文章があるが， それらを比較すると， （たとえば第1編
最終章の第3節の後半，あるいは第3編第1章第2節の後半部分）？川部は明らかに1889年
版を利用している。
さて，川部の訳文であるが，丁寧に見れば， 1850年が1805年になったりする，重要な誤
植をふくめて，誤植は少なしとしないし，また訳文の脱落もわずかながらみられる。その
ような点，あるいは，今日であれば訳語に注意が払われてしかるべきと思われる用語につ
いての配慮の欠如などを指摘しようと思えば，いくつも挙げることはできるが，それらを
勘案しても，比較的よくできた仕事として評価してもよいように思われる。
にもかかわらず，この訳書を利用した著述等が，まったく（目下のところ）みられない
ことは，川部が学界人でなかったことを予想させる。
当時専門学校等でも，マーシャルの原典が教科書として使用されていたらしく，大塚金
之助によれば，敗戦後でさえ神田あたりの古書店では，この原書は，安く売られていたよ
うである。川部もまたそのような学生として，この書に接っし，翻訳の機会を得たのであ
ろうか。
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試訳承前
第 3編市場価値
第1章貨幣購買力の変動
§1. 貴金属の供給の変化が物価に与える影響．
79S 
正常価値の理論についての譲論を通して，貨幣の購買力は変化しないものと仮定されて
いたI)。したがってあるものの交換価値あるいは，一般的購買力の上昇ないし下落は， 常
に，簡単に，そのものの価格の上昇ないし下落と表現することができた。ここで簡単に，
貨幣の価値ないし一般的購買力がいかにして時の経過のなかで変動するかについて研究せ
ねばならない。しかし貨幣価値の理論の全面的な議論は， 『貿易と金融の経済学』に属す
る。
一国の貴金属の購買力に影響を与える諸原因のうち，もっともはっきりしているのは，
貨幣用に使用できる貴金属の量である。もしもこれが急激に増加すれば，旧価格でその国
の事業をとりおこなうために要求される以上に存在することとなり，物価は上昇するだろ
う。他方，もしも貴金属の量は一定であり，しかもその国の人口と富が増大するならば，
その国の事業をとり行なうための貨幣需要は大きくなり，貴金属の購買力は上昇し，物価
は下落するだろう。
たとえばアメリカの銀鉱からの新たな供給が目立つようになった， 16世紀初頭に，銀の
購買力は下落しはじめた。そして17世紀初期には，ロンドンの物価は平均して， 1500年の
3倍に高騰した。さらに19世紀の初頭，物価は高くなった。しかし1850年まで，目立つよ
うな鉱山からの金属の新供給はなかった。その期間に，貴金属の貯えは，工芸用の使用や
消耗によって減少してゆき，その間人口と富は急速に増加していった。＇したがって金の購
買力は上昇した。そして物価は1800-10年の水準の約半分に下落した， 1850年頃カリフォ
ルニアとオーストラリアの金鉱が発見され，貴金属の大幅の供給増があり，物価はふたた
び上昇した。
§2. 近代的信用制度の影響．
しかし流通している貴金属の量が，貨幣の購買力に影響を与えるもっともはっきりして
1)第2編第1章§4.
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いる原因ではあるが，それに劣らず重要な原因は，交換手段として貴金属の人工的代替物
の増大である。
この代替物のなかでもっとも馴染み深いものは銀行券である。それは人から人へ自由に
流通し，等額の鋳貨が与えるのとほぼ同じ影響を物価にたいして与える。しかし英国にお
いては，この影響力は，小切手によるものほど重要ではない。それはほぼすべての卸売取
引と多くの小売取引において，鋳貨や銀行券にとって代っている。
小切手は自由に流通するわけではなく，通常は，その受領人が銀行家に差し出し，銀行
家はその支払いをかれに代って要求する。しかし，小切手は銀行券と同じようなかたちで
は鋳貨の代替物として作用しないものの，小切手の総額は非常に大きいため，物価にたい
しきわめて強力な影響力を行使する。また現代的信用制度は，現金もすぐにも現金に代る
ものももたない者が，銀行家あるいはその他の金融業者から，財の購買手段を得ることを
可能にしている。かれは；自分自身の信用（銀行がかれに「帳簿信用」を供与するばあい
のように）によるばかりでなく，将来期日（かれが「手形を割引く」ばあいのように）に
かれに現金を支払うことを保証している他人の信用によっても，そうすることができる。
文明世界の事業は，今世紀になってきわめて急速に増加した。そして巨額の鋳貨が，現
行物価で事業を運営してゆくのに要求せられたはずであった。もしも信用が鋳貨の代替物
として発見されていなければ，貴金属需要はきわめて大きく，その購買力は現実にそうで
あるより，何倍にもなっていたであろう。物価はきわめて低かったであろう。信用の増大
は，貴金属にたいする恒久的代替物をもたらし，それゆえにまた貴金属の正常価値に影響
を与えている。しかし信用は変動し，それぞれの変動に応じて貴金属の市場価値が変化す
る。
たとえば，信用の膨脹は，カリフォルニアとオーストラリアの鉱山の発見による，貴金
属の流入と同調しており，物価の上昇傾向を高めた。しかし1857年は恐慌であった。すな
わち多くの企業は債務を弁済できず，国の貴金属保有は以前と同じように急速に増加して
いるにもかかわらず，信用は大幅に収縮し，物価は下落した。しばらくして，信用はふた
たび拡大しはじめた。そして1866年まで物価は上昇したが，その年つぎの恐慌が到来し，
物価は下落した。また信用は拡大し， 1873年まで物価は上昇した。その時には恐慌はなか
ったが，信用のゆるやかな収縮がはじまり，それは1879年までつづいた。 1857年と1866年
との間に物価が到達した最低点は， 1850年の水準よりはるかに高かった。また1866年と18
73年との間の最低点もやはり高かった。しかしそれ以来金の供給に少しばかりの抑制がか
かり，大量の金が， ドイツの金本位制の採用とその他の理由により吸収された。そして金
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で測った物価は，今日 (1879年）， 1850年なみに低い。
§3. 商業の変動，恐慌．
797 
信用が拡大する期間の始まりは，しばしば豊作つづきの時である。食糧に費やす分が少
くなくなれば，それだけ他の商品需要が増加する。生産者たちは，財需要が増加しつつあ
るのに気づく。かれらは利潤を得て販売できると期待し，かれらが必要とするもののすみ
やかな引渡しのためにかなりの価格を支払おうとする。雇用者たちは互いに労働を求めて
競争する。・賃金は上昇する。そして賃金を支出する被雇用者たちは，あらゆる種類の商品
の需要をふやす。新規の公開および非公開の会社が，全般的な活況の中での有望な創業を
利用しようとしはじめる。このようにして，購買欲と支払意欲が物価騰勢とともに増大し
てゆく。信用は活気づき，約束手形を快く受けとる。物価，賃金および利潤は上昇しつづ
ける。取引に従事している人びとの所得が全般的に上昇する。人びとは思う存分支出し，
財需要が増大し，物価はなおも高騰する。この増勢をみ，それがつづくと考える，多くの
投機業者は，利潤を得てそれらを販売できるという期待をもって，財を購入する。
そのような時期には，わずか数百ボンドしかもっていない者でも，往々，何千ボンドも
する財を購入する資金を，銀行やその他の所から借りることができる。このようにして買
い手として市場に参入するすべての者が；自己資金で購入するのであれ，借り入れ資本で
購入するのであれ，物価の騰勢に加担する。
この動向はしばらくつづき．ついには巨額の取引が，信用と借入れ資金で行なわれるよ
うになる。昔からの企業は，事業拡張のために借りつづける。新しい企業は，事業を始め
るために借りている，そして投機業者は，財を購入して保蔵するために借りる。取引は危
険な状態にある。資金を貸しつけることを業とする者が，時の兆候を読みとる最初の者と
なり，かれらは貸しつけを引締めることを考慮しはじめる。しかしかれらがそうすれば，
取引に大きな障害とならざるを得ない。もしもかれらがかなり初期の段階で，貸し付けを
かなり用心して行なっていたのであれば，単にいくつかの新規事業の着手を阻むだけであ
ったろう。しかしそれがひとたび着手されるならば，そこに投資された資本の多くを失う
ことなしには止めることができない。あらゆる類いの営業会社は，多額のものを借りて，
鉄道やドックや鉄工所や諸工場を建設しはじめている。物価が高いので，かれらは支出に
たいしてたいした建設をおこなっていない。そして投資にたいし，利潤を生みだす準備が
できていないにもかかわらず，ふたたび一層の資本を借りるために市場へ出かけなければ
ならない。資本の貸し手は，すでに貸しつけを引締めようとしている。そして一層の貸し
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付け需要は，大幅に利子率を押しあげる。不信が増大し，貸しつけていた者は，自己保存
を求めるようになり，ゆるやかな条件での，あるいはどんな条件でさえ貸し付けの更新を
拒絶しようとする。何人かの投機業者は，債務を弁済するために財を売却せねばならず，
またそうすることにより，物価の上昇を喰い止める。この頓挫が，他のすべての投機業者
を疑心暗鬼にさせ，売りがさっとうする。というのは，財を購入するために利子付きの資
金を借りている投機業者は，もしも物価が安定しているときに，長期にわたりそれらを保
蔵するならば，倒産するであろう。物価が低落しているのに保蔵するとなれば，かれはほ
ぼ確実に倒産するだろう。大投機業者が破産すれば，かれの破産は，通常，かれに信用を
供与した他人の破産を招く。その人たちの破産は，またそれ以外の人の破産につながる。
破産する者の多くは，実のところ「堅実」であるかもしれない。すなわちかれらの資産は
債務を超過しているだろう。しかしある者が堅実であるとしても，その者に負債を負って
いることが知られている他の者の破産のような，なにかの不運な出来事が，かれの債権者
たちの疑惑を呼びおこすかもしれない。かれらはかれから即金払いを要求することができ
ようが，かれは貸しているものを直ちには集金できない。そして市場は不穏になり，かれ
は信用を失なう。かれは借りることができず，破産する。拡大による信用は自己拡大する
がゆえに，不信が信頼にとって代ったときには，破産とパニックが，パニックと破産を生
みだす。商業的あらしは，その通り道に荒廃をまきちらして去ってゆく。あらしが過ぎ去
ると，平穏がもどる。しかし憂うつな重苦しい静穏である。なんとか救われた者もふたた
ぴなにかを手がける気力がない。成功の見通しのない会社は徹退する。新会社も創設され
ない。石炭，鉄およびその他の固定資本をつくる素材の価格は，上昇した時と同じく急速
に下落する。鉄工所や船舶は売りにだされるが，どのような低い価格でも買い手がない。
このようにして取引の状態は，オーバーストーン卿の有名な言葉を使うなら， 「みかけ
は既定のサイクルを回転している。最初は平静な状態にあり一つぎに，持直し一一信用
の拡大一一繁栄一一興奮-過熱取引ー一けいれんー一圧迫一~沈滞ー一窮迫ー一ふたた
び平静で終る。」
〔§4. 商業不況は，一般的過剰生産があったという偽りの観念をかきたてる．〕
〔すべての恐慌のあとの，あらゆる商業不況の時期においては，供給が需要を超過して
いるといわれる。もちろんいくつかの特定の商品については，過剰供給があってもおかし
くない。布地や家具や刃物類が，沢山作られすぎて，相応の価格では売れないこともあろ
う。しかしこれ以上のことが意味されているのである。というのは，恐慌の後では，倉庫
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はほとんどあらゆる重要な業種の財で滞貨しており，ほとんどどの業種も，資本に良好な
利潤率を，労働者にそれなりの賃金率を与えるための，生産を削減しない状態を維持でき
ない。そしてこのような事態が一般的過剰生産の状態であると考えられている。しかしな
がら，それは，実のところ，商業の混乱状態以外の何物でもなく，それにたいする救治策
は信用の復活である。
ミルが述べているように， 「諸商品の支払手段を構成するものは，諸商品のみである。
各人の，他のひとびとの生産したものにたいする支払手段は，その人自身が所有している
ものからなっている。すべての売り手は， かならず． その言葉の意味するところからし
て，買い手である。突如としてその国の生産力を2倍にすることができるとすれば，すべ
ての市場において，商品の供給を2倍にすることになろう。しかし同時に，購買力を2倍
にすることになるだろう。すべての人が， 2倍の供給とともに2倍の需要を有する。すべ
ての人が2倍のものを交換において提供せねばならないから，すべての人は2倍のものを
買うことができる。」l〕ということが明らかであるということから始めよう。
しかし人びとは購買力を有してはいても，それを使おうとしないかもしれない。という
のは，倒産によって信頼がぐらつくと，新会社を興したり，古い会社を拡張するための資
本が手に入らないからである。新しい鉄道をつくるプロジェクトは，好意をもって受け入
れられず，船舶は繋留されたままであり，新造船にたいする注文はない。土木工事にたい
する需要はほとんどなく，建設業務やエンジン製作業にたいしてもたいした需要は存在し
ない。簡単に言えば，固定資本をつくるどの業種においてもごくわずかの働らき口しか存
在しない2)。技能や資本を，このような業種に特化させているものは，わずかしか稼いで
おらず，したがってまた他の業種の生産物を，わずかしか購入できない。財にたいしてわ
ずかの市場しか得られない，他の業種は生産を減らす。かれらもわずかしか稼げず，それ
ゆえにまたわずかしか買えない。かれらの品物にたいする需要の減少は，他の業種の需要
も減らすことになる。かくして商業の混乱はひろがり，ー業種の混乱は，他のものの調子
を狂わせ，またそれが反作用をもたらし，そして混乱を拡大する。
悪の元凶は，信頼の欠如である。信頼が回復し，その魔法の杖ですべての産業に触れ，
生産と他業種の商品需要とを維持するなら，ほとんどたちどころにそれの大部分を取り除
くことができよう。もしも直接消費のための財をつくっている全業種が，平常時通りに，
lJ J. S. ミル『経済学原理」第3編第14章§2.(末永訳第直巻234ペー ジ）
2)そのような業種に特に影響を及ぼす諸原因については第2章§6.でさらに検討しよ
う。
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操業をつづけ，互いの財を購入することに同意するならば，適正な利潤率を稼得する資金
を相互に供給しあうことになるだろう。固定資本をつくる業種は，しばしば待たねばなら
ないだろうが，それらも投資用資本の所有者たちが，いかにそれを投資するか心を決める
までに信頼が回復した時には，仕事にありつくだろう。信頼の拡大はそれじたい拡大の原
因となるだろう。信用がより多くの購買力を供与し，かくして物価も旧に復すであろう。
すでに営業しているものは好利潤を得，新会社が創設され，古い会社は拡張されるだろ
う。そして間もなく，固定資本をつくる会社の仕事にたいしてさえも，かなりの需要が生
じるであろう。もちろんフル操業を再開し，それによって相互の商品のための販路をつく
ることについて，異なる業種間で公式の協定がなされるわけではない。しかし産業の復活
は，多種の業種間の徐々なる，そしてしばしば同時の信用の拡大によって生じる。営業者
たちが，価格が下落しつづけることはあるまいと考えるやいなや，それははじまる。そし
て産業の回復とともに，物価は上昇する3)0〕
〔§5. 物価下落はいかにして営業者たちを傷つけるか．〕
〔物価の下落と産業の停滞との間の関連は，より一層検討する必要がある。
商業の不況と物価の下落が，いかなる生産経費のためにも，貨幣を支払う必要なく，生
産を行なうことのできる人びとの活動を，中断させる理由はなにもない。たとえば，賃金
を支払っておらず．自分の手を使って働らき，必要な原料も自給しているひとは，営業を
つづけることによってなにも失いようがない。低価格がどこまで落込もうとも，かれの財
価格が，他のものの価格より，大きな率で落込まないかぎり，かれにとってなんら問題で
はない。物価が低ければ，かれは財にたいしてわずかの鋳貨しか受けとれないだろうが，
物価が高かった時に．より多くの鋳貨をもって入手できたものと同量のものを買うことが
3)産業の人為的構成について，社会主義者たちが提示してきたあらゆる諸案の中で，一
番もっともらしいのは，「商業の危機の廃絶」を目指すものである。 かれらの提案に
よれば，不況の時には，政府が前面に出て，個々の産業にたいし危険保障をすること
により，全産業を操業させ，それによって稼がせ，またそれによって相互の産物を購
入しあうようにさせる。一度にすべての危険を負担する政府は，いかなる危険も負う
ことはないだろうと，かれらは考えている。しかし，政府はどのようにして，あるひ
との苦難が実のところかれ自身の統御を越えた原因によるものであるかどうかを告げ
知らせるのか，またどのようにして，政府の保障が，活力と発明の進歩がよって立つ
ところの自由を阻害することなく機能できるのかについては，かれらはなお説明して
いない。
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できるのであれば，かれは物価の下落によって，損害を受けないであろう。もしもかれの
財の価格が他のものの価格より落ち込みが大きいと思ったとすれば，かれは少々気落ちす
るだろうが，その時でもかれは営業を中断することはまずないであろう。
そして同じように，ある製造業者は，原料費や賃金を支払わねばならないにしても，物
価の下落があらゆるものに同じ影響を与え，かつ長つづきしそうになければ，物価の下落
のために生産をやめることはないだろう。もしもかれが自分の製造した財によって得る価
格が4分の 1だけ下落し，またかれが労働や原料のために支払わねばならぬ価格も.4分の
1だけ下落するなら，その業務は下落以前と同様かれに儲けをもたらすであろう。 3ギニ
ーが，いまや4ギニーの働らきをし，かれは支出にたいする収入を区分するのに，わずか
の計算器を使うだけになるだろう。しかしかれの収入は，支出にたいしては以前と同じ比
率にあることになる。かれの純利潤は，かれの全事業にたいし，同じ割合を保つであろう。
それを計算さす計算器は， 4分の1だけ少なくなるが，その利潤で以前と同じだけの，生
活必需品，便宜品，贅沢品が購入できるだろう。
しかしながら，事実として，ある製造業者が支払わねばならない経費が，かれが製品か
ら得る価格と，同じ比率で下落するということは，まずは起りえない。なぜなら物価が上
昇しつ・つある時には，完成財の価格の上昇は，通常，原料価格の上昇より早く，常に，労
働価格の上昇より早いからであり，また物価が下落しつつある時には，完成財の価格の下
落は，通常，原料価格の下落より早く，常に，労働価格の下落より早いからである。それ
ゆえにまた，物価が下落しつつある時には，製造業者の収入は，時として，原料，賃金お
よびその他の形態の流動資本にたいする，かれの支出をさえ，まずは十分に償うものでは
ない。そしてそれに加えて，固定資本の利子およびかれ自身のための経営の稼得を支払え
ることはめったにない。
労働および原料の価格が，完成財の価格と同じ早さで下落するとしても，その下落が終
局に至っていないとすれば，製造業者は生産をつづけることにより損をするだろう。かれ
は，物価が一般に6分の 1下落したときに，原料と労働にたいし支払いをするだろう。し
かしもしも，かれが販売するにいたるまでに，物価がさらに6分の1下落したとすれば，
かれの収入は，支出を償うに十分なもの以下であろう。
そこで完成財の物価が，労働と原料の価格に比して低い時か，ないしはたとえすべての'
ものの物価が等しく下落している時でさえ，物価が下落しつつある時には，製造業は，低
利潤率かないしは損失をともなってしか，行ないえないということになる。〕
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〔§6. そして物価の下落は商業不況の弊害をみかけ以上に大きくする．〕
〔このようにして物価の下落は，利潤を引き下げ，製造業者を困らせる。その一方で，
物価の下落は，固定した所得を得ている者の購買力を大きくする。したがってまた物価の
下落は，債務者の犠牲の下に，債権者を富ませる。というのは，もしも債権者が貸してい
る貨幣が支払われるならば，この貨幣は大きな購買力をかれらに与え，またかれらがそれ
を固定利子率で貸しつけていたとすれば，支払われた金額のそれぞれは，物価が高かった
ばあいにそうである以上の値打ちがあるからである。しかしそれが債権者と，固定所得を
受けとっている者を富ます，その同じ理由によって，物価の下落は資本を借り入れている
事業家を困らせる。そして大抵の事業家がそうであるが，地代，俸給および他の名目で，
かなりの決められた貨幣支払をなさねばならない者を困らせる。物価が上昇している時に
は，事態の改善は，実際にそうである以上に大きいと，考えられる。なぜならば，国の繁
栄に関する世論は，製造業者や商人たちの権威によって，大きな影響を受けるからであ
る。物価上昇期にはかれらの財産が急速に増加し，物価下落期にはかれらの財産が停滞す
るか減少するというのは，かれら自身の経験による判断である。しかし統計の示すところ
では，国の実質所得は，低物価の現在時点でも，以前の高物価の時期におけるものと比較
．して，大幅に少なくなってはいない。 1879年において，英国人によって享受されている必
需品，便宜品および贅沢品の総量は， 1872年時と比較すれば，ごくわずか少ないだけであ
る。〕
第2章市場の変動
§1. 序論．
貨幣の購買力を永続的ないし一時的に変える諸原因について議論してきた。さてふたた
び，貨幣の購買力は，とくにことわらないかぎり，変わらないものと仮定し，価値ないし
一般的購買力における変動を，物価の変動として語ることにしよう。
つぎに，ー商品の市場価値が，正常価値自体がゆるやかに上下動する一方で，どのよう
にその正常価値の両側を上ったり下ったりするかを検討せねばならない。
生産業者と取引業者は，・市場価値のあらゆる変動を予測しようと努めている。もしもか
れらが，価格の上昇を予想するならば，供給を増加させ，それによって利潤をふやそうと
する。もしもかれらが，価格の低下を予想するなら，損失を回避するために，供給を制限
する。このようにして， かれらの行動は， かれらが相互に自由に競争しているばあいに
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は，あたかもかれらの目標が市場価値の正常価値の両側への逸脱を喰い止めることにある
かのごときものとなる。かれらがうまくやる時には，供給は需要にぴったり合っていると
いわれる。しかし，かれらが見積りを誤ったり，あるいは供給を人為的に制限するために
互いに結びつくときには，市場価格は，正常価格から大きく乖離しがちである。
§2. 供給の不確実性による市場の変動．
供給の側における誤りの主要な根源は，人間の努力にたいする，自然の返報の不確実性
である。その好例は魚市場でみられる。・ そこでは，漁船の漁獲量が不確実であり，また魚
は長く保存できないので，価格変動が大きい。ビリングスゲート2〕では，それぞれの取引
業者が，販売用に保有している魚のリストを揚げる。そして他の業者がもっているものを
知ることにより，その日の終る前に，売りつくすことができそうな価格を自分の魚につけ
ようとする。かれが余り高く値付けをすると，夕刻むなしく魚がかれの手元に残ることに
なろう。余り低い値を付けると，思ったほどの儲けを得ることができない。
さらに穀物価格は，年々，大幅に変動する。というのは一般に，ー収穫期から次の期ま
でにわたってはごくわずかの穀物しか残っていないので，各年度の消費は，ほぼ前年の収
穫の供給によって制約されるからである。もしも収穫が少なければ，食糧不足となり，人
びとは飢えのため，それにたいし異常に高い価格を支払わされることになる。ここで，供
給の変動は，生活必需品の価格に大きな変化をもたらすが，簡単に代用品がみつかるもの
ゃ，まったくそれなしでも済ますことができるものの価格をわずかしか変化させないこと
に気付くであろう。もし魚が高価であれば，人びとはそれをわずかしか買わないでもやっ
てゆける。したがって供給がきわめて不足していても，その価格はそれほど高くはならな
い。しかし穀物がいかに高価であっても，あらゆる人がそれを買うかまたは与えられたも
のを保有するので，穀物供給のわずかの減少は，その価格を大きく引きあげる丸
文明化していない諸国においては，かなりの遠隔地へ穀物を運搬するということは，河
2〕ロンドンの魚市場があったところ。
4)前世紀の中葉において，
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川沿いとか海岸線であるばあいを除いて，事実上，不可能である。ヨーロッパでさえ，中
世においては，「それぞれの地域は， 一般原則として， その地域じたいの生産物と近接地
域の生産物に依存していた。したがって大きな国では，ほとんど毎年，どこかの地域にお
いて深刻な食料不足が生じていた。広大な国土には，多様な地質と天候がみられるが，ほ
ぼどの季節も，そのうちのいくつかにとっては無情なものであるにちがいない。しかし同
じ季節は，一般に地域にとっては通例以上に好適となるので，国全体の総生産物が不足す
るのは珍れなことにすぎず，またその時でも多くの個々の地城のそれに比するなら小規
模である。他方全世界にわたる大規模な不足というのは，まずは経験したことのない事柄
である。したがって現代では，以前なら飢饉となったようなところにおいても，食糧不足
が生ずるだけであり，また昔ならば，ある地域が不足しており，他の所が過剰となったと
きでも，いまやどこでも満ち足りている……。この効果は，利潤を得て再販売するために
財を買い付けることを業としている，投機的商人と呼ばれているものが所有している大資
本が存在することにより，大いに促進されている。これらの業者は，当然ながら，もっと
も安価なときにものを買い入れ，貯蔵し，普通には，その価格が高くなった時に，ふたた
び市場へ送りこむ。かれらの操作は，価格を均等化する傾向を有すか，もしくはすくなく
とも不均等さを緩和する傾向をもつ。ものの価格は，投機業者が存在しないばあいほどに
は，ある時に大きく落ち込み，他の時に大幅にあがることはない。」5)0 
最近では，商人や仲介業者の，物価を均等化する行為は，蒸気機関，鉄道および電信に
よって大いに促進されている。遠くの市場からのニュースが到着するまでに何力月もかか
ったのは，さほど古いことではないが，今日ではニュースは数分以内にもたらされる。商
人は持船が寄港する港に，指令を電信でおくることさえできるので，何千マイルも離れた
市場の品薄iこたいし，英国船の到着により数日以内に対応できる6)o 
§3. 市場の掛け合いと交渉．
多くのものの市場価格は， 生産者の行動によるよりは， むしろ取引業者の行動によっ
て， 日々決定される。多くの種類の素材生産物は，一年のある一定期間においてのみ産出
される。そしてこのようなものの価格上昇の即時的影響は，それらのものの生産の増加で
はなく，単に，取引業者をしてより多量のものを販売用に持ち出させ，さらに多分遠隔地
5) ミル，第 4編，第 2章 §4. (末永訳第IV巻， 28ページ）
6) Crump's New departure in Political Economy参照．
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からや新たな補給分を輸入させるようにさしむけるだけである。いかなる穀物市場あるい
は羊毛や綿花市場をのぞいてみても，業者たちがある日に売却しようとしているものと，
別の日のために貯蔵しているものがあるのに気付くであろう。各々の業者が，ある価格で
売りに出そうとする量は，かれがかかわっている市場の，現在および将来の状況の見通し
によって規定されている。どの業者も受け入れようとしないつけ値がある一方で，誰も拒
絶しないつけ値もある。ある価格は，余り待つ余裕のない業者や，市場の将来状況をきわ
めてかんばしくないと予想する業者によって受け入れられ，他の業者によっては受け入れ
られないだろう。せり値の価格が高くなればなるほど，取引は大きくなるだろう。
たとえば，ある穀物市場の状況が， 50シリングの価格では，その市場にいる業者は，そ
の日のうちに500クォーターを売ろうとし，価格が51シリングの時には， 700クォーターを．
売ろうとし， 52シリングの価格では1000クォーターを売ろうとする，等々であろう。この
ように，いっ，どの市場でも，それぞれ特定の量が販売に供せられる，ある価格が存在す
る。と同様に，それぞれ特定の量が，買い手を見いだすあるある価格が存在する。多分そ
の市場に関与する製粉業者と穀物投機業者は， 900クォーターを，もしそれが各50シリン
グで得られるのであれば，かれらの間で買いとろうとし， 51シリングで得られるのであれ
ば， 700クォーターを，しかし52シリング以下で入手できないとすれば，わずかに600クォ
ーターを買いとろうとするだろう。もしもすべての人が正確に市場状況を知っているとす
れば，すなわち正確に買い手がどの程度購入しようとしており，売り手が売ろうとしてい
るかを知っているとすれば，価格はたちどころに51シリングに決まり，そして 700クォー
ターが，この価格でその日に売却されるであろう。これが，供給と需要を均等させる価格
となるだろう。 しかし事実としては，価格は一日中上下に振動し， 同じ瞬間においてさ
ぇ，同じ穀物取引所の異なった場所で，わずかに異なる価格で，契約が成立するだろう。
ともかくその日の平均価格は， おおむね51シリングであり；総販売量は， 700クォーター
から大きく隔たることはないだろう。
このようにして穀物の正常価格は，経済変動のゆるやかな作用を受けて，時代とともに
変ってゆく。その間，それぞれの時代においては，連年の収穫間の平均価格は，穀物供給
を需要と調整することに生産者が失敗することにより，年々変動し，• それぞれの市場にお
ける毎日の価格は，取引業者の予測と交渉とにより，その年の平均価格の上下どちらかへ
揺れ動く。
穀物のばあいであれば，需要は前もって，かなり良く知られている。そして週毎， 日毎
に生じるその価格の急激な変動は，主として，業者たちがその時々に手持在庫をおこなう
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見積りと，次期の収穫予想の変化とによるものである。主として業者たちが今期および次
期の需要についておこなう見積りの結果として，日々価格が変動する，石炭や鉄のような
他のものが多数存在する。しかし業者たちの交渉を，主として規定している予測の性質
が，どのようなものであれ，これらの交渉は，業者たちが結託して価格を人為的に高くし
ているばあいを除けば，市場価格を，その市場における供給と需要とを均等させるものに
する傾向がある。すなわち交渉は，価格を，人びとがその市場でその価格ですすんで販売
に供そうとする量を，その価格でその市場において買い手をみつけることのできる量と，
ちょうど等しくなるような価格にする傾向がある。
§4. 需要の変化による変動．
つぎに需要の変化を予測できなかったことから生ずる価格のいくつかの変動について考
察しよう。
しばしば流行の変化が，ある種の素材の市場価格を，その正常価格よりきわめて高く，
あるいはきわめて低くする。時代の兆候を素早く読みとり，特殊な素材にたいする需要が
生ずることを予想している製造業者は，大きな儲けを手に入れる。 しかしこのばあいに
は，供給がすみやかに需要にたいし調整されるがゆえに，需要の増加がきわめて大きくか
つ突然なものでないかぎり，それによって価格がたやすく大幅に上昇することはありえな
い。
しかしその供給を，新需要に見合ってたちどころに増加させることができない住宅のば
あいは，事情が異なる。住宅の価値は，それが存在する場所の繁栄の変動にともなって，
騰落する。ベルリンが帝国の首都になったとき，大きな住宅需要が生じた。家賃は非常に
騰貴し，レンガ人足が一日で稼ぐ賃金は，農業労働者が一週間に稼ぐ賃金より多かった。
他方，住民たちがそこから移動しつつある場所においては，家屋の価値はきわめて低い水
準に下落する。 20,000人以上の住民のいる町が一年もたたぬうちにできあがり，しかもそ
の後数年もたたぬうちに無人になってしまい，その町の家屋が無価値のまま放置される所
は，アメリカではいくつも存在する。鉱業関係住民がいなくなってしまったコーンウォー
ル地方のいくつかの村やイングランドの他のいくつかの地域では，住宅はそれが建設され
たときに要した費用の半分以下で購入できる。
§5. 大量の固定資本を使用する業種では変動が大きい．
固定資本が大量に用いられている業種においては，価格は大きな変動を示しがちであ
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る。というのは以下のような事情があるからである。価格が正常水準にある時には，財の
価格は，利子つきで，製造業者の原料と労働にたいする支出をまかなうのみならず，減耗
のための引当て分をふくめ，固定資本に利子をもたらし，さらにかれ自身の経営の稼得も
支払ってくれる。価格が，原料と労働に支払ったものを利子つきで還元してくれるかぎり，
かれは従業員をすべて継続的に維持し，取引関係を維持しようとする望みを捨てない。そ
れゆえに，製造業者が多くの固定資本を使用すればするほど，財の価格が正常価値以下に
大きく落ち込んだのちにおいてさえ，工場の操業をつづけようとする気持が大きくなり，
かくして価格をさらに一層下落させることになる。これがその理由である。
さらに，固定されている資本の大部分は，また特化されたものである。たとえば炭鉱の
開発のために投資されている資本は，石炭価格が下落しているときでも引きあげるわけに
はいかない。そして賢明な資本家ならば，石炭価格が高いときには，その価格が長期にわ
たって維持されると予想できる理由でもないかぎり，炭鉱に金を投資したりはしないもの
である。したがって石炭価格は，新鉱開発によって供給を増やそうとするいかなる企ても
みられないかなり前から，上昇するでであろう。炭鉱業はまた，大量の特化された人的資
本を必要とする。そして石炭の突然の供給増加は，鉱夫の数の急激な増加なしには不可能
である。坑内労働の危険と不快さに不慣れな者は，高賃金でもないかぎり，近づこうとし
ない。またかれらの労働は当初，きわめて不能率であるがゆえに，石炭1トンの生産のた
めに支払われる賃金は，その仕事の正常賃金に比して，きわめて割高である。したがって
また，需要の増加は，価格をすみやかに引きもどすような供給の増加を呼びおこさないか
ぎり，石炭価格を高騰させることになる。他方において，石炭需要が落ち込んだばあいに
は，炭鉱業に特化されている，物的および人的資本の供給はかわらず，価格はやむなくき
わめて低くなる。家庭用の石炭使用は，年にごくわずかの変動しか示さない。蒸気製造の
ために求められる石炭使用は，それよりは大きな変動を示す。しかし鉄の製造に使用され
るための石炭需要の変動はとりわけ重要である。
§6. さらに固定資本を製造する業種での変動が大きい．
鉄の価格は大きく変動する。その理由は，一部には，価格の上昇が，石炭と鉄鉱石およ
び，その製造のために必要な固定資本のすみやかな供給増加をともなわないからであり，
一部には，鉄需要が，それが主として機械，鉄道およびその他の形での固定資本を製造す
るために使用されている結果として， はげしい変動を示すからである。固定資本の需要
は，龍接消費のために求められる商品需要に比してはるかに激しく変動しがちであり，ま
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た固定資本製造業は，他のなににもまして，商業の好況・不況の変化によって影響をうけ
る。というのは，信用が拡張しているときには，信用によって得た追加購買力は，主とし
て商人や営業会社の手中に入る。かれらは，事業を創設しようとしているのであれ，事業
を拡張しようとしているのであれ，大部分の購買力を，機械，建物，船舶，鉄道資材およ
びその他の形の固定資本に費すのは確かである。他方信用が収縮しつつあるばあいには，
資金調達に困っていない者は，価格が転回点に到達したと考えるまでは固定資本に投資す
ることをつづけるものの，多くの者は，購買資金が削減されたことに気付く。 1870年から
1873年にかけて，銑鉄の価格が2倍になり，ある種の石炭の価格は4倍になったが，現在
ではそれらの価格は1870年時よりも低い。鉄工業の労働賃金は， 1870~1873年に50バーセ
ント上昇し，それからふたたび下落した。同じような変動が，一般的景気の変動毎に生じ
てきた。英国およびその他の諸国の鉄価格は，ほとんどすべての他の価格に比して， 1873
年， 1847年， 1857年，および1861年の各恐慌時に先だつ数年の間に，はるかに急激に高騰
し，そしてこれらの恐慌につづく年においては，大抵の他の価格より，急激に落ち込ん
だ。したがって単に鉄の価格のみならず，鉄の価値すなわち一般的購買力も，これらの期
間のそれぞれにおいて騰落した。鉄工業とほぼ同じことが建築業にも言える。未熟練人
夫，左官，レンガ積みエおよび大工の賃金は，ほぽすべての恐慌の前には急激に上昇し，
その後には，急激に下落した。
商業不況のいくつかの期間においては，固定資本にたいするほぼ唯一の需要は，商売が
活況の時に，操業を改修のため中断することを好まず，むしろ商況が悪く，建築価格や機
械価格が低いときに，拡張や修理をおこない，商況が回復した時に利潤を得ようとしてそ
の機会を利用する製造業者からもたらされる。しかしこの需要は，信用の全般的収縮，ぉ
よび既設企業や公開企業の倒産，さらには新設会社がないことから生じる不足を充分に補
完するものとはいえない。
今期の産業不況は，英国の輸出の大幅な低落と，それにともなう輸入の減少がなかった
ことによって生じた。これは一部には，海外投資で大損をした英国人が，大量の資本を海
外から国内に持ち込んだという事実によっている。英国の資本が諸外国に貸しつけられる
ばあい，その大部分は，通常，英国製の鉄道レールや機械の購入のために支出される。こ
れが， 1873年に先立つ好況の年々の特徴的事由であったし，またその後の英国の輸出の低
落は，英国のその他の生産以上に鉄工業に損害を与えた，しかしそのことは建設業には影
響を与えなかった。なぜならその産業は輸出用のものを作っていないからである。他方，
英国人が持ち帰った資本は，国内で種々の建設需要を懸引し，ある程度建設業を支える以
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外に投資先がなかった。このことが， 1873年以後，鉄工業では価格がきわめて急速に下落
しつつも，かなりの期間建設業では価格が維持されたことを説明している。
§7. 結合生産経費を有する諸商品．
ある商品の需要増加のひとつの原因は，それに代替されるものの供給不足である。した
がってアメリカ戦争の期間における綿花供給の不足が，羊毛需要を増加させた。またある
ものの供給増加と，それによる価格の下落のひとつの原因は，それによって生産されるも
のの需要の増加である。 1トンの石炭から得られるガスとコークスの価格は，すべてあわ
せてその結合生産経費を償うものでなければならない。もしもガ入の需要が増加すれば，
より多くのコークスが生産され，その価格は下落するにちがいない。そして供給増加分は
市場を軟化させるであろう。ガス価格の上昇は，このコークス価格の下落を十分償うもの
でなければならず，またガスとコークスの結合生産経費に増加が生ずれば，それを償うも
のでなければならない。また穀物法の徹廃以来，英国で消費される小麦が大量に輸入され
たが，それらはもちろん藁なしである。このことは藁不足を招き，その結果として藁の価
格を上昇させた。そして穀物を栽培する農場主は，藁を穀物価値の大きな部分とみなすよ
うになっている。
それ以来藁の価値は，穀物輸入国では高く，輸出国では低い。ー同じようにオーストラリ
アの羊毛生産地におけるマトンの価格は，一時，きわめて低かった。羊毛は輸出され，肉
は国内で消費された。肉にたいしては大きな需要がなかったので，羊毛の価格は，羊毛と
肉の結合生産費のほぽすべてを支弁するものでなければならなかった。後になって，肉の
低価格が，肉を輸出用に保存する業種に刺激を与え，今日ではオーストラリアにおける肉
の価格はかなり高い。
原料を製造地へ運送するのであれ，完成財を販売地へ運送するのであれ，そのものの生
産経費のうち輸送に依存している部分についても，上と同様の指摘ができる。道路や鉄道
の建設および修理経費は，その上を通過するいろいろのものの間で分担される。ある地城
の鉱山の発見が，それへ至る鉄道の建設をうながすならば，住民は，すぐにも，遠隔の市
場へ送りだすために生産しているものすべてにつき，以前より高価格が得られ，遠くから
購入するものについては，以前より低い価格を払うだけでよいことに気付く。また英国か
らの輸出財は，アメリカからのそれより重量と容積が小さいので，英国からの貨物輸送料
競争は非常に大きく，それを低水準に維持している。そのため船舶稼動経費のかなりの部
分が，アメリカからの財の輸送料に転稼されている。重量と容積が比較的大きい英国の財
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にたいするアメリカの需要が増加すれば，アメリカからの貨物船舶にたいする競争が激化
し，それは英国におけるアメリカ製品の価格を引下げるようになるb さらにもしも重量は
あるが容積は小さい商品が，容積はあるが重量の小さな他の商品と同じ船で輸出されると
すれば，それぞれが支払わねばならない貨物輸送料は，もう一方の需要が非常に大きいか
小さいかによって，非常に小さいかまたは大きくなるだろう。たとえば主要な受け荷が鉄
製レールである船は，しばしば軽いスタンフォードシャーの陶器をごく低い運賃で輸送す
る。また錫がオーストラリアから，バラストとして羊毛運搬船で運ばれてくるが，船の往
復の経費は，ほとんどすべて羊毛が負担しているq しかしもしもオーストラリアにおける
金属生産が増加するとすれば，そしてまた羊毛生産が低落してゆくとすれば，羊毛はごく
低い運賃で輸送されるであろう。
§8. 物価の市場変動が，賃金の変動をもたらすのであって，その逆ではない．
ある商品の需要増加が，その価格を引上げる時，当面その利得は，ほぼまった＜，製造
業者の手中に入る。しかし間もなく，事業を拡張しようとするかれらの意欲は，労働雇用
について他の者との競争をひきおこし，賃金は徐々に上昇し，ついには利得の大部分が雇
用者から被雇用者に移ってゆく。逆に需要が沈滞し，商品価格が下落すると，当初はその
下落の損失はまった＜雇用者が負担するが，やがて大幅に被雇用者に転稼されてゆく。あ
るばあいに賃金が上昇し，他のばあいに下落する道筋や上昇と下落の，商品生産のために
雇用されている種々の階層の労働者間への配分は，今日の英国では業種連合によって，・大
きく影響をうける。それらは便宣上後段で議論するのがよいだろう。
しかしここで，賃金の動きはほぼつねに，物価の動きに従うのであって，めったに物価
の動きを引きおこすものでないことに注意しておこう。＇価格の上昇は，需要増加によって
引きおこされる。 しばらくして賃金が上昇する。なお需要が増加し， なお物価が上昇す
る。しかし物価の一層の上昇は，最初の上昇が，需要が供給よりも急激に増加した事実に
よって生じたので，引き起されるのである。物価の上向きの動きを維持するさいに，賃金
の上昇がなんらかの役割を果していると思れわるのは事実である。というのは，もしも賃
金が低い水準でとどまっていて，高価格の全利得が利潤となっていれば，資本はよりすみ
やかにこの業種に引き寄せられ，供給はもっと早く増加していたであろうし，またそれゆ
えに物価はそれほど上昇しなかったであろうからである。しかしそれでも賃金のどの上昇
も，直接には価格の上昇によってもたらされたものである。
賃金の上向きの動きは， めったに物価の上向きの動きに比較してそれほど大きくはな
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い。それゆえにまためったに経営の稼得の上向きの動きほどに大きくはない。そのひとつ
の理由は，価格の上昇が，先に述べたように，まず第一段階では，すべて雇用者の懐に入
る。そして利潤の上昇が，雇用者間の競争の激化をよびおこす以前には，まずは賃金の上
昇は始まらないからである。しかしいまひとつの理由は，追加的資本を，需要の増加が一
時的ではなさそうにみえる業種につぎ込むことのうちには多くの危険があり，利潤の上昇
のようにみえるものの一部は，実のところこの危険にたいする保険にすぎないからであ
る。
まったく同じように，需要が落ち込むときには，物価の下向きの動きがまず始まる。賃
金の下落は遅れて始まる。それは物価の下落によって生じるのであり，下落の原因ではな
い。そして物価の下落とそれにつづく利潤の下落は，率において賃金の下落より，はるか
に大きい。そのような時には，実際，まったく利潤がないばかりか資本の大きな損失がお
こることも珍しくない。この損失は種々の生産者間に不均等に配分されようが，産業全体
をとってみれば，高価格でかつ高利澗の時に積み立てられた保険基金から支払われるとみ
なすことができよう。
〔§9. 正常な生産経費の変動は，正常価値の変動の原因であるか．〕
〔ある層の労働者の賃金が，かれらが生産している商品価格の上昇によって，引きあげ
られた時，追加的労働供給がその業種にやってくる早さは，その賃金と他の業種の賃金と
の関係に依存している。この種の賃金が，他のものに比して異常に高いのであれば，賃金
上昇は非常に多くの追加労働を引き寄せ，ために賃金が余りにも高くなるのを喰い止め，
不況の時がくれば，すみやかにかつ徹底して賃金を引き下げるであろう。他方，もしも，
上昇する以前においては， その賃金が他の業種との比較では，正常水準以下であるなら
ば，多くの追加労働が入りこむことなく，かなりの期間，上昇がつづき，上昇したものは
多分維持されるであろう。
かくして正常価値は，正常な生産経費で決定されるという法則は，価値の市場変動が生
産経費の市場変動の原因であり，結果ではないという事実と，どうして矛盾しないかが判
明する。もしもリカァドウとミルが，正常価値の理論と市場価値の理論との間の相違を明
確にするために，より一層の努力を示していたならば，価値は生産経費によって規定され
るのか，それとも生産経費が価値によって規定されるのかという問題に関して，なされて
きた多くの論争は存在せずに済んだであろう。）
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第3章物価と賃金の地域的変動，慣習の影響
§1. 正常価格の地域的変動の法則．........ 
ある商品の正常価値の法則を探求するさいに，同じ商品が異なった市場では，異なった
正常価値を有することがあることに注目した。ある市場における，商品の正常価値は，そ
こにおけるその生産経費に等しい。その中には，そのものが作られた所から，そこへ運ぶ
経費も算入されなければならない。もちろん途中で支払わねばならないあらゆる関税をふ
くめてである。かくて正常価値の法則は，そのうちに，つぎのような，正常価格の地域的
変動の法則をふくんでいる。
もしも二つの市場が，ある商品をおなじ出所から供給されているとすれば，そ
の正常価値は，それをその市場向けに作られた所から運搬する経費の差異により，
より遠隔の（ないしは受入れがより困難な）市場において，より高い。
もしもある商品が，同じ市場で販売されるために，作られている所がニカ所あ
るとすれば，その正常価値は，それをニカ所からこの市場へ運搬する経費の差異に
よって，このニカ所のうち，より遠隔の（ないし受け入れが困難な）所において，
より低い。
この法則は，もしも二つの市場における，ひとつの商品の価格間の差が，それを一方の
市場から他の市場へ運搬する経費より大きいとすれば，誰かがその商品を，より廉い市場
から，より高い市場へ運び込むという行動をおこそうとするだろうことを想定している。
この法則は，資本を持ち，操業に必要な事業慣行に通じ，これらの市場と結びつきのある
人が存在しており，かつ，商品需要の規模が，その市場への輸送を組織するに価いするほ
どに大きいことを想定している。
その商品が一般的に使用されるものであり，またその市場が近隣と密接な商取引をおこ
なっている大都市であるとき，これらの条件は満たされる。取引される重要品目の卸売価
格の地域的変動は，わずかの例外を除き，輸送経費の差異に帰着するはずである。その例
外でもっとも重要なものは，何人かの生産者たちが，遠隔市場へなんとか割り込もうとし
ている時に，生ずる。この市場に供給するのに，より有利な立地を占めている他の者との
競争は，運送経費を掛酌すれば，通常の利潤率をもたらさないような低価格で販売するよ
うに，かれらに仕向ける。他方多分，かれらはこの損失を，かれら専用の市場では高い価
格で販売するように相互連携することによって， 補填するだろう。このように， たとえ
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ば，英国の製造業者は，時として，諸税と輸送経費を掛酌すれば，英国で売る価格よりも
低い価格で，製品をアメリカで販売する。またミシンのようないくつかのアメリカ製品
は，関税を考慮すれば，合衆国におけるより低い価格でカナダで販売されている。しかし
競争の傾向は，地域的結合を解消させ，生産者たちに商品の生産経費に等しい価格で，国
内市場で販売させることにより，この種の異常事態を取り除こうとしている．
組織的通商の存在しないところでは，価格は自由競争によっては決定されない。そのよ
うなばあいの地域的変動は，単純に上にのぺた法則では規定されない。したがって，簡単
には市場までの長距離を輸送できないものの価格と小売価格一般の地域的変動について，
なんらかの説明がなされねばならない。
§2. 土地の価値．
市場へ持ち出すわけにはいかないもののうち第1のものは，土地である。ところで今日
では，鉄道が多くの種類の農産物を遠くの市場へ送りつけることを可能にし．したがって
農産物を，正常価格の地域的変動の法則下においている。また地代は，その生産物につい
た価格の，それを収穫し，市場へ送る経費を超過する分であるがゆえに，土地がもしも常
に自由競争によって，農業目的のために貸しつけられるのであれば，地代はこの法則の間
接的影響下におかれるであろうということになる。
そして土地の価値は，かなりの程度，地代によって決定される。なんとなれば，安全な
投資にたいする利子率を4バーセントと仮定するならば， 人びとは2500ボンドの投資か
ら，年100ボンドの所得を確実に得ることができよう。・そこで； もしも地代が， 土地がそ
の所有者に与える唯一の収入であるとすれば，そして地代の上昇する見込みがないとすれ
ば，人びとは年100ボンドの地代を確実にあげるであろう土地に，ちょうど2500ボンドす
すんで払おうとするであろう。しかし人びとが土地を購入するとき，往々にして地代の上
昇に期待をかける。 アメリカにおける新しい農業用地の開拓， ならびに輸送機関の発達
は，実のところ，農産物の価格の上昇を喰い止め，したがって英国の農場地代の上昇を阻
んでいる。けれども大都市や工場地帯の近くの地代は，さしたる中断もなく，上昇しつづ
けるように思える。この上昇は，それが人口成長によって引きおこされたものであり，ま
た地主の側のなんらかの行動とは無関係であるかぎりにおいて，地代の「不労追加分」と
呼ばれてきた。これを見積ると，この理由によって土地の価値に追加された額は，単純な
算式によって判明するであろう。
しかしこれは，土地の価値を決定する諸原因の説明としては，不完全である。なぜなら
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第1に， 競争が完全に自由なところにおいても， 士地が地代を受けとる権利以外に与え
る，他の利益について考慮されねばならない。ある人びとは，土地を所有していることで
特殊な楽しみを得ている。かれらは犬をかわいがるように，所有地を愛おしむ。そして土
地への愛着のために，犬にたいすると同じように，その満足感にたいし，喜こんで支払い
をしようとする。この感情と，土地が提供する社会的地位が，土地の地価をさらに引きあ
げる。しかしこの最後の付加物の量は，国民性や，国によって異なり，時代によって変る
社会制度に依存し，その変異はなんらの法則にも従わない。
第2に，地代はめったに，完全な自由競争によっては決定されない。地主の楽しみ，か
れの土地の価値において重要な意味をもつ社会的地位は，借地人と心のこもった関係をも
って生活することを要求する。かれはめったに，借地人とひどい契約を結ぼうとは思って
いない。農場を求める競争は， しばしば現実には，近隣の数家族ないしは，個人的にも，
社会的，政治的問題についても地主とうまくやってゆける人びとに限定されている。そし
て地主は，たとえかれにその気があったとしても，払わすことのできる最高の地代を要求
することが難しいことを， しばしば思い知ることになる。
他方，アダム・スミスの時代と同様，「まった＜等しいか， ほぼ等しい利潤ならば， 人
は資本を，製造業や外国貿易よりはむしろ，土地の改良と耕作に利用する方を選ぶ」とい
うのは今日でも真実である。地主が借地人に長期借地契約を認めており，そのために資本
を土地に安心して投資することができる，わが国のいくつかの地域においては，競争が地
代をきわめて高く， 農場主の利潤率は， ほとんどいかなる他の業種よりも低くなってい
る。
§3. 都市と郡部における物価の動き．
地代を決定するさいにおける競争の自由な働らきにたいする妨害は， 過去の遣物であ
る。われわれゲルマン民族の祖先の村落共同体や，いまもなお存続しているインドの同種
の共同体においては，土地の私有権のようなものは存在しない。土地の価格は，競争によ
って規定されてはいない。なぜなら土地には価格がつかないからである。慣行が，村落で
作られ，売られるあらゆるものの価格を決定する。村人が外部の者から購入するもの，な
いしかれらが外部の者に売るために作るものだけについて，価格が交渉と自由競争によっ
て決められ，また同時に経済変動の影響をうける。その国への貴金属の流入は，ただちに
これらのものの価格を引きあげるだろうが，長期にわたって，各村落が自給用に作ってい
たものの価格には，影響を与えることはほとんどないであろう。しかしながら，時の経過
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とともに，村民たちは，昔ながらの慣行的価格で，家庭利用のために，ものをつくって売
るよりは，作ったものを遠くに運び，これまで得られなかった高価格で売る方が，より多
＜稼げることに気付くであろう。かれらは徐々にではあるが，より有利な仕事を捜し求め
る。自家消費のために求められるものは，次第に少なくなってゆき，慣行があるにもかか
わらず，それらの価格が，次第に上昇してゆくだろう。その村落が遮断されていればいる
ほど，遠隔地との取引が少なければ少ないほど，その価格が貴金属の流入によって影響を
うけるまでに永くかかるであろう。
文明諸国においても，なお慣行の影響がなくなったわけではない。農業地域では，とに
かくごく最近まで，国の他の地城との交渉をほとんどもったことのない村が，多数存在す
る。鉄道の発展以前には，諸都市は補給の大部分を， ごく近辺の村落から取り入れてい
た。遠隔の土地では，しばしば都市の生活における，社会的および経済的変動の影響を，
それが起ってから2,30年以上たつまでも，感じることがなかった。
企業心もゆるやかに芽生えてゆく。その国のうち最近にいたるまで，他の地域とほとん
どなんらの交渉ももたなかった，地方では，今日では手の届くところにある，遠隔地へ産
物を送る手段を利用しようという意欲がほとんどみられない。しかしかれらは，酪農製品
やその他の生鮮品を遠隔地から大都市へ供給する組織をつくっている都会人たちの企業心
によって，睡りから呼び起されつつある。かれらの業務にかかわる新聞をめんどくさがっ
て読まないといった幾人かの農場主の怠惰と，お互いに疑いあって秘密主義になる性癖と
が，そこにおける酪農製品の卸売価格が均ーになるのを妨げており，また隣りあって住ん
でいる二人の農場主が異なる価格でミルクを売るということも，たびたび起っている。し
かし，競争はかってよりもはるかに効率的になっている。「たとえば牛肉，羊肉，子牛の
肉，バター，卵，および家禽類が，ロンドン市場で約25パーセント上昇したが，鉄道の新
線沿いにあるアイルランドとスコットランドの内陸部においては，数年前の価格を 100パ
ーセント上回った。港やイングランドの市場が鉄道によって結ばれる以前の，アイルラン
ド内陸部の諸都市における通常の肉の価格は， 1 ボンドあたり 3½ペンスから4ペンスで
あったが，今日では7ペンスから8ペンスになっている。」7)
田園地域が今日，都市にたいして有している，以前より密接な関係の興味深い例は， 15
世紀の終りのアメリカの鉱山の発見以後の貴金属の新供給が都市と郡部に分散した様子
を， 19世紀におけるそれと比較することによって得られる。前者の時代だと，新供給の影
7) Cliffe Leslie's E~says on Political and Moral Philosophy, p. 277. 
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響が全ヨーロッパに完全にあらわれるようになるまでに2世紀かかった。新しい銀は，ほ
ぼすべてが2・3の都市と商業中心地からでてゆかず， 「たとえばロンドンでは，物価は
大きくはねあがったのにたいし，スコットランド高地やアイルランド西部諸地域では，ま
ったく影響をうけず， 首都からそう遠くないイングランドのいくつかの地域においてさ
ぇ，ほとんど影響を受けなかった。」8)
しかし今日においては，その主たる部分を吸収したのは，鉄道により最近になって開け
た郡部である。その良い例がドイツにおいて見いだされるだろう。というのは，その国の
いくつかの地域は，最近になって便利な鉄道便を利用できるようになったが，この新しい
輸送手段から，いまなおほとんど影響を受けていない地城も多い。新たな金の供給が流れ
込み，銀行制度が急速に発展し，また1873年の寸前には，物価は全般に上昇した。しかし
いくつかの地域がきわめて激しかった一方で，他の地域では変動はごく僅かであるにすぎ
なかった。そしてクリフ・レズリー氏は，変動が最高頂であった時の物価の一欄を詳しく
研究したのちに，変動の直接的影響は，全体としては，物価の地城的格差を解消する方向
ではなく，拡大する方向に働いていると結論を出した。かれはドイツを，金融面から4つ
の地域に分け，その他の点とともに交通機関の点で，世界の進歩から遅れている所では，
物価はきわめて低いままであり，汽車によって，良い市場と結ばれているが，大きな企業
が立地しているわけでも，その他の特別の魅力ももっていない所において，かなり上昇し
ており，地方の中心地やかなり繁華な所とそうでないところとがもっとも便利な交通手段
で結びついている所では，急激に上昇しており，このような利点とともに，西ヨーロッパ
への運輸交通に至近の所において，なかんずく急上昇していることを明らかにした凡
小売価格に影響を及ぼす特殊な諸原因は，小売業者の稼得の地域的変動との関連で考察
するのが，もっとも良いだろう。さてつぎに賃金と利潤の地域的変動の考察に移る。
§4. 地域的変動は出来高賃金よりも，時間賃金の方が大きい．
アダム・スミスは，「あらゆる類いの鞄をもった人間が， 一番運搬しにくい」と述べて
いる。またブレンターノが， 労働をその他のあらゆる商品から区別するものは， 「労働と
それを販売に供する者との間の絶対不可分な結合である」10)と言う時，問題の根元をつい
ている。商品の販売者は，通常それにたいし最高の価格を受けとるかぎり，何処で，誰に
8) Cliffe Leslie's Essays on Political and Moral Philosophy, p. 327. 
9) lb. p. 331. 
10) Arbeitergilden, Vol. I. p. 6. 
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たいし，売ろうとほとんど気にかけない。しかし労働者のばあいは事情がまったく違う。
かれが自分の労働を売り渡してしまうまでの全時間，かれは，雇用者が指示する場所に，
指示する同僚とともに居り，指示する命令に従わねばならず，また仕事が終っても，なお
仕事場の近隣に住んでいる者の社会に束縛される。それゆえに，かれは新たな賃金が，仕
事がもたらすであろういかなる不快をも償うばかりでなく，また友人や親族，元の居住地
で親しんだ風景や人々との交わりから切り離されることをも償うものと予想するのでない
かぎり，高い賃金を求めて，自分の故郷を捨てようとはしない。人びとをある職業に引き
入れて，その正常賃金に影響を及ぼす，純利益を計算するさいには，付随的な快適さ，健
全さ，清潔さ，および社会的評判を考慮に入れなければならない，ということについては
すでに述べた。ここではさらに，ある人をある特定の地の，ある職業に結びつけ，その市
場賃金に影響を与える純利益の中には，個人的友好や愛情，さらに昔からの交際を最も重
要なものとしてつけ加えなければならない。相互にそれほどかけ離れていない地域におけ
る，同じ業種の賃金においてみられる，実質的不均等は，偏見や無知にではなく，この理
由に帰すべきである。しかしかかる格差は，往々にして労働の平均的能率の地域的変動を
考慮せずに，時間賃金だけを眺めたばあいに考えられるほど，大きくはない。事実，出来
高賃金が等しい時には，時間賃金の格差は，真の格差ではない。ともかくそれは競争を解
消させるような格差ではない。
ある地域における賃金率の上昇が，いかにして，直ちにではないとしても，一世代を経
る間に，労働が雇用者にとって稀少なものでなくなるほどの能率の増加をもたらすかにつ
いては， すでに注意した。かれはその変化の前ほどの高い出来高賃金を払わなくてもよ
ぃII)。たとえば， 1770年には，農業労働者の平均週賃金は，イングランドの南部諸州では
7シリング6ペンスであり，一方北部の州では6シリング9ペンスにすぎなかった。北部
諸州における製造業の発達は，労働者たちを土地から切り離し，労働不足を引きおこすこ
とになり，農業賃金を1850年には平均して1シリング6ペンスに引きあげ，さらに今日で
は平均18シリングとなっている。その間南部諸州の平均賃金は， 1850年に8シリング6ペ
ンスに，そして今日では約15シリングに上昇しただけである。しかし高賃金は，北部労働
者の平均的な強健さと能率を増加させ，• 北部における出来高賃金は，南部におけるほど高
くない。
11)第2編第7章§2.参照．
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〔§5. そのような変動はどのようにして測られるか．〕
〔労働者の能率におよぼす，賃金の影響を考察するさいには，当然のことながら，貨幣
賃金ないし名目賃金をみるのではなく，実質賃金，すなわちその賃金が労働者にもたらす
であろう必需品，便宜品および贅沢品をみなければならない。しかし便宜品や贅沢品や賢
明で知性的な労働者を養成する教育の機会は，通常必需品が豊富なところでも稀少であ
る。したがって，世界各地の労働者の貨幣賃金が，一見して思える以上に，その労働者の
子供たちが成人した時に有しているであろう活力にたいする，良き尺度である。さらに鉄
道の溝を掘るといった土木作業の貨幣費用，すなわち貨幣で測った出来高賃金は，文明世
界ならどこでも，ほぼ同額であるとブラッシイ氏は主張している。この原則の主たる例外
は新開国および最近になって急速に産業活動が進展した旧開国のいくつかでみられる。と
いうのはこれらの地域の経済的条件は，多くの重要な点で，新開国のそれと似ているから
である。そういう所では，時間賃金も出来高賃金も，人口の成長によって，それらが正常
水準に戻るのに必要な時間が経過するまで，通常は高い。〕
〔§6. 中立的市場における競合生産者たちの競争の影響．〕
異なる地域における出来高賃金を均等化しようとする，いまひとつの原因は異なる場所
で作られるものの，同じ市場で販売される財の競争である。
たとえば英国製の機関車とベルギー製の機関車は，英国およびベルギーとほぼ等距離に
ある市場において，同じ価格で販売される。両国における製鉄業の自然的有利さは，ほぼ
等しく，また利子率もほぼ同じであるので，資本に帰属する価格の分け前および当然のこ
とながら勤労に残される分け前は，二国の場合，ほぼ等しい。そして英国の鉄生産者とベ
ルギーのそれの稼得は，同じ能率にたいしては，ほぼ等しいはずである。しかし英国の製
鉄労働者の平均能率が，ベルギーのそれよりも高いゆえに，両者の出来高賃金を均等化し
ようとする諸要因が，かれらの時間賃金を不均等にしようとしている。
鉄の生産者は，炭坑夫，鉄坑夫，撹練工，技師等々，多くの異なった階層の労働者，ぉ
よび雇用者からなっている。そして，もしもある時，坑夫の出来高賃金がベルギーにおけ
るよりも英国において高く，一方それに応じて撹練エと技師の出来高賃金は，英国におけ
るよりも，ベルギーにおいて高いということが起るならば，この格差は英国とベルギーの
機関車の競争によっては，直接影響をうけることはないだろう。しかしそこには，同じ地
域において，ひとつの職業から他のものへの移動と，両親たちによる，かれらの範囲で子
供たちにもっとも有利な職業の選択とが作用する。すでにみたように，これらの原因が，
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同じ地域における，異なった職種の賃金間に，正常な関係をもたらす。もしも，英国にお
いては，撹練工の賃金が，坑夫のそれに比して，異常に低く，一方ベルギーにおいては，
坑夫の賃金が撹練工のそれに比して異常に低いとすれば，双方の地で，この格差を取り除
こうとする地域的変動で起るのであろう。そして，もしも，鉄の生産に従事している種々
の階層の労働者の賃金が，英国においても，ベルギーにおいてとほぼ同じような関係にあ
るとすれば，中立市場における製造業者間の競争が，両国において同じ階層の出来高賃金
を均等化するであろう。
この競争は，間接的に他の職種にも影響を与える。直接には外国人と競合しない英国の
レンガ積み工を例にとってみよう。レンガ積みエの賃金は，各国において，撹練工の賃金
と一定の正常な比率を保つ傾向にある。そしてそれゆえに英国とベルギーの撹練工の出来
高賃金を均等化する製鉄業における競争が，二国におけるレンガ積みエの賃金をもまた均
等化する傾向をもつ。中立市場において競争している， 2つの地点における出来高賃金が
均等化に向う間接的傾向に，往々にして人びとは関心を寄せることを怠っている。それは
人知れず作用しているが，常に作用し，どこでも作用し，またあらゆる業種に影響を与え
ている。
§7. 女性の賃金．
賃金の地域格差の顕著な例は，女性の賃金である。男性も移動が困難だが，女性はそれ
よりも一層，働らく場所を選択する能力を欠いている。女性は一層家族的紐帯に束縛され
ており，男性のように自由には，世間での成功を求めることができない。遠くからやって
きた者たちの競争が，繊維業地域の女性の賃金を，同じようなばあいに男性の賃金を低下
させたほどの早さでは，低下させなかった。そして女性は簡単には工場へ行くことができ
ないゆえに，綿工場は，製鉄労働者の妻子の労働を利用するために製鉄業地域で起った。
多分出来高賃金の地域的格差についてのもっともはっきりした例は，家事召使いのばあい
にみられる。かれらの賃金は，その仕事がもっている個人的自由を失なうということを嫌
う風潮のもと，イングランドでは急速に上昇しつつある。この嫌悪感は，いくつかの新開
国ではきわめて強く，移民を除けばほとんど誰も家事奉仕の仕事に就くこともしないし，
またそれゆえに往々にしてきわめて高い賃金を得る。しかし後進の諸国では，人びとは低
賃金で，喜こんで召使いの仕事をするだろう。
イングランドでは多くの女性ぱ，低い賃金を受けとっているが，それは女性たちが行な
う仕事の価値が低いからではなく，女性たちも，雇用者たちも，女性の賃金は低くあって
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しかるべきだという考えにとりつかれているからである。時として，男性と女性が，同じ
工場で同じ仕事を行なっているときでさえ，時間賃金だけでなく出来高賃金は女性の方が
男性のそれより低い。この格差が慣行によるものであるかぎり，知性と競争心の進歩とと
もに，解消してゆくであろう。しかし一見してみえる以上に，その多くは，恒久性をもつ
と思える原因に由来する。もしもある男性と女性が，等しい能力をもった労働者であると
すれば，長期には，女性の方が役立たないと，雇用者たちは言っている。なぜなら，女性
は普通には，男性以上に雇用者や監督の心証を良くしようとつとめ，男性がやるのと同じ
ように， 仕事に心を打込みはするものの，女性の労働は， 男性よりも中断されがちであ
り，また生涯にわたって仕事を続けようとする気持が弱いからである。部分的にはこれら
の理由により，女性は男性以上に，家庭のことに心を奪われ，働らいているところについ
ては余り考えない。そして女性は全般に忍耐心が少なく，判断力に劣り，臨機応変のオに
欠ける。かくして女性の指示をきっちり守る性質は，いくつかの分野の仕事では，おおい
に役立ちはするけれども，雇用者は往々にして，男性を雇おうとする。なぜなら雇用者は
男性のうちから，自由裁量が要求される事業分野の労働者とともに，かれらから職長と監
督を選びだすことができるからである。また一般に易しいと考えられている多くの種類の
仕事も，時としてつよい強靱さや多分特に急ぐときには超過労働を必要とする。そしてそ
ういった仕事には，女性は不向きである。そういうわけで，女性が特に適しているという
職業は，わずかしかなく，したがってまた応募者過剰で，賃金も良くない。そしてこのこ
とが慣行や世論に影響を与え，女性が難しい仕事をうまく行なっているときでも低い支払
いしか受けとれない原因になっている。
しかし科学と機械の進歩は，ごくわずかの肉体的強靱さしか必要としない，多くの新し
い職業を，女性に開放しつつある。電信術はその良い例である。そしてあらゆる軽金属業
では，女性が機械の援助のもと，かつてはもっぱら男性のものであった仕事を行なってお
り，それによって支払われる賃金は，ともかくもかつての女性の平均賃金に比するならか
なり高い。その間に，教育の進歩がより難しい仕事に適応させるようになって，女性たち
により高い賃金を要求しやすくしており，また雇用主たちも高い賃金を支払おうという気
持になってきている。そしてそれが教育という仕事じたいの高級な部分での，女性の雇用
を大きく増加させている。偏見と労働組合規定が，よく適応できるきわめて数少ない職業
から，女性を締め出してきていた。しかし啓発がすすみ，こういった反対は一般になくな
りつつあり，とくに公共の安寧にとってとりわけ有害であった部門，すなわち婦女子の医
療の面でそうである。フランスの経験が示すところによれば，事業経営の仕事のうち，今
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でも英国でおこなわれているものよりかなり多くのものを女性に安心して任せることがで
きるであろう。そして総支配人のボストが女性によって占められている，バーミンガムで
最大かつもっとも成功している真鍮器具会社の事例のような数が次第に増加してゆくであ
ろうと考えるに足る根拠が充分ある。
§8. 利潤の地城的変動．
利潤の地域格差は，利子の地域格差ないし，経営の稼得の地域格差によって引き起され
るであろう。近代的信用制度の発達が，英国中の利子率を均等化させ，事業家は，いくつ
かの点で，どの階層の労働者よりも，かれの力量にとっては貧素な市場しかないところか
ら， 良好な市場のあるところへ移動するのは容易であることについては， すでにみてき
た。場所の移動によって，かれが良好な地域的な職業上のつながりをもっために，ないし
は移動させることができない建物や他の設備の建設のために，投下していた，なにがしか
の資本を失うのは事実であるが，かれはその気質と機知を使って，遠隔の地で行なわれて
いるものを習得し， またかれの知識をうまく利用するのに適応する。そして全体として
は，経営の稼得，ある水準の能力によって取得される稼得は，場所によってそれほど大き
く変ることはないようである。しかし二つの場所における経営の出来高稼得を均等にする
傾向は，そのうちの1人の平均能力が，他の者よりも高い時には，平均利潤率を不均等に
する傾向である。この良い例は，農場経営においてみられる。
住民が活力と企画心をもっている時には，農場主と労働者は高い能率水準を有し高い稼
得を取得する。 したがって， 農場主の経営の稼得は， 労働者の賃金が高いところでは高
く，賃金が低いところでは低いことが分かると，予想すべきである。そしてこれが一般的
通則であることを，観察が示している。また土地が肥沃であるところでは，住民は充分栄
養をとっており，活力があり，．したがってまた地代が高いところでは，農場主の稼得と労
働者の賃金が通常，高いことが分かると予想すべきである。この通則には，前のものより
は，はるかに多くの例外がある。なぜなら住民の活力と，賃金および農場主の稼得の現行
率は，しばしば，土地の肥沃度以上に，製造業が近接していることによって影響をうける
からである。それらは地味がやせて•いるイングランド北部で高く，地味が豊かなイングラ
ンド南部で低い。そしてまたそれらは，土地が無償で手に入り，地代が支払われていない
新開国でとりわけ高い。 しかしもしも， その他の点では有利さの同等の条件のもとにあ
り，また製造業や鉱業地域の近くにない， ヨーロッパの異なった地域を比較すれば，この
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通則がかなりよくあてはまることが分かる12)0 
§9. 小売価格．
しかしながら，利澗の地城的変動が大きい，一つの職種が存在する。小商店主が得る経
営の稼得は，国によって大幅に変動する。たとえばドイツでは，それは非常に低く，アメ
リカでは非常に高い。 というのは， 小さな商店主が必要とする， 少額の資本と教育を有
し，楽な生活を好む多くのドイツ人がいるからである。しかし新開国では，少額の資本を
有する者は，懸命に働らき，財産をつくろうとする。したがって良い収入が得られるので
ないかぎり，かれらは店を持とうとしないであろう。したがって小売価格と卸売価格との
差は， ドイツより英国において大きく，英国よりもアメリカの方がはるかに大きい。そし
て同じ原因の別の結果として，アメリカの小売業では，英国以上に大資本が小資本に取っ
て代り，英国ではドイツ以上にそうである。
つぎに，小売価格がしばしば，同じ都市の違う場所において，どうして大きく異なるの
か，すなわちたとえば，ロンドンのイースト・エンドにおけるより，ウエスト・エンドに
おいで高いのか，という問題について考察しよう。その答えは，あらゆる業種で，同じわ
けではない。その選択に嗜好が要求されるものを扱う業種では，上流人が住む地域の店主
はかれ自身趣味を解する者でなければならない。かれらはいつも，流行しつつある財を，
充分に品揃えしておかねばならない。かれらは，損をしてでも，陳列品の全体的気品をお
としそうな，あらゆる財をすばやく取り除かなければならない。そして顧客にたいし，幅
広い選択を提供しなければならないので，商品の品揃えは，販売量に比して，非常に大き
くしておかねばならない。そういった店では，常に高価格がつけられるであろう。そして
高価格であっても金持ちがそこへ行くのを妨げないであろう。しかしその選択にはほとん
ど，あるいはまった＜好みが要求されない日常品やその他の財を売る店は，事情が異な
る。品質の良い日常品を，低価格で販売していることで，大きな評判を得ることのできる
店主が，その地域の売上げの大きな部分を占めることは充分ありうるものの，もちろん召
使いを通じて購入し勘定を即時に支払わない顧客を引きつけることはできない。そのよう
な人びとは，常に特別の店をひいきにしており，そこでは召使いにたいする手数料，あら
ゆる債権の利子および不良債権にたいする保険料を差し引くために，高い価格が設定され
ている。
12) Cliffe Leslie, l. c., pp. 365-370. と比較せよ．
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小売価格は，卸売価格ほどには変動しない。この理由は，小売商人は，もしも，全体と
して価格が適正であることで顧客を満足させるならば，お得意を確保しておくことができ
るからである。常客は，市場を旦念に見張っているわけではなく，またそれぞれの個別の
支払金額が，市場の変動を適切に反映しているかどうかも知らない。ところが大きな卸売
取引きでは，買い手は取引毎にうまみを吟味する。重要な取引きでは，市場の掛け合いや
契約は，事業家にふさわしい仕事である。しかし大抵の小売取引では，それは時間と交渉
のための精力の浪費である。
〔ウエスト・エンドの店主が支払わねばならない高い地代が，高い価格をつけさせるこ
とになると， しばしば言われている。しかしこれは，しばしは地代についてなされる，原
因と結果とを取り違えた誤りの実例である。もしも充分な資本を持ち， 自分の事業内容を
わきまえている店主が，大きな純利潤を得ることができるところに店を開くならば，その
地代は高いであろうし，そうでなければ低い。店主はこの大きな利潤を，二つの方法のう
ちどちらかで得る。もしもかれのが，ウエスト・エンドにあれば，かれのつける価格が高
くても，お得意客を期待できるし，また多分かれは，安売りによって販売墓を大きく増や
そうとはしないであろう。そこでかれは高い価格をつけ，そこから地代を支払う。もしも
かれの店がイースト・エンドにあれば，かれは安く売らねばならないことを知っており，
そうでなければまったく売れないことを知っている。そしてかれは資本を回転さす各期毎
に低い利潤率で満足せねばならない。しかしもしもかれが一流の位置にあるならば，年に
何回も資本を回転さすことができる。そうすればかれの年純利澗は極めて大きくなり，非
常に高い地代を喜こんで払おうとするだろう。ロンドンでもっとも地代の高い店の多くに
おいて， 価格は低い。そして地代がそれほど高くないロンドンの上流地域の閑静ないく
つかの通りにある店や， 地代がきわめて安い多くの村の店において， 価格はきわめて高
い。したがって地代は，それが卸売価格に算入される以上には，小売価格には算入されな
ぃ13)。しかしいくつかの立地上の利点は，高地代と高価格をもたらし，他のものが高地代
と低価格をもたらす。〕
第4章独占．団体．
§1. 完全独占と部分独占．どのようにして独占価格は決められるか．
13)第2編第4章参照．
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価格と賃金の市場の変動と，地域格差を検討するにさいし，これまでは，それぞれの人
は，同業の隣人たちと特別の協定をなんら行なうことなく，自分の方針を決めるものと想
定してきた。しかしここでは，同業者団体による影響について検討しよう。これらは，明
確な規定を有する公式の会に組織されることもあろうし，あるいは単に慣行あるいは業界
ないし階級利害についての現実ないし仮想の共同体の影響の下に，結びついているだけで
あることもあろう。
もしもある商品の生産者が，数多く存在し，かつなんら一致した行動をとらないとすれ
ば，かれが生産経費以上の価格を得ることができると予想するときに，その商品の供給を
増やすことが，それぞれの者の利益となる。したがらて生産者間に自由競争がある限り，
ある商品の価格が，長期間その生産経費を超過することはありえない。しかしこの自由競
争が存在せず，生産のすべてが一企業の手中ないし，供給を制限することを協定している
数企業の手中にあるところでは，価格は，正常水準よりかなり上に維持されるだろう。価
格がこのようにその商品の生産経費より高い水準に維持されているとき，それは独占価格
と呼びうるだろう。
ある商品をかれ以外誰も生産することができなければ，その人は完全な独占権をその商
品について持つ。完全独占権は，たとえば特効性のある鉱泉とか，その所有者以外にはあ
るものを作ることを禁ずる特許権の所有によって与えられる。そのような独占者が，いか
なる価格で売ろうとするかを決めるためにとり組まねばならぬ問題は，いたって簡単なも
のであり，ただ自分の利益だけを考慮していればよいのである。かれは，商品の各個別量
を販売することができる価格とそれを生産するための諸経費がいくらであるかを見積も
る。そうして，かれは，それを各個別価格で提供することによって得られるであろう総純
利澗がいくばくであるかを決定する。そしてそののちこの総純利益ができるだけ大きくな
るように価格を決める14)。
なにかあるものを，とりわけうまく作るということで名声を得た生産者は， しばしば部
分的独占を有する。しかししヽかなる価格で売るぺきかを決心するさいには，かれは高い価
格が，競争相手となる生産者を引き寄せる危険を考慮せねばならない。そこで資本にたい
し，ごく低い利潤率を与える価格をつけることにより，かれの部分独占を保持するのが最
善の策となろう。 というのもかれが非常に巨額の資本にたいし，．低い利潤を得るとして
14)もしもかれが，価格 yでは“量が販売できると見積もり，またこの量のためには生
産経費が商品一単位あたり zであると見積もるとすれば，かれは xy-xzが極大に
なるように価格を決めようとするだろう。
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も，かれの経営の稼得は高いであろうからである。
825 
§2. 同業連合はしばしば部分独占を目指す．市場にすでに与っている者の立場を保持
することの困難さ．
ー商品の生産が，多数の人によって行なわれているときには，業者間の連合が完全独占
の獲得を目指すことはまずない。しかし供給を制限することによって，価格を引きあげよ
うとする連合は，いつの時代にも，どの国においても，またほぼすべての業種において行
なわれてきた。
インドでは，各業種はそれ自体で，通常はきわめて効果的で，形式的には組織されてい
ない連合であるカーストを形成している。村落のなかでは，事実上慣行が支配している
が，ヨーロッパ人に課せられる価格は，しばしば意図的に，土着民に課せられるものより
かなり高い率に決められている。そしてヨーロッパ人にそれより低価格で売ろうとする者
を見つけるのはまず不可能である。
しかしカーストの存在しない国においては，どの市場においても，同業連合は大きな困
難と戦わねばならない。もしもその市場向けに生産する者が，数において多く，かつ広い
地域に分散していれば，同業連合を形成し，維持するのは容易ではない。大量の固定資本
が利用される業種において，困難はもっとも大きい。なぜなら連合はともかくも価格を，
生産諸経費を償うのに充分なほど高く維持することを目指しているが，他方では，固定資
本にたいする利子や，どれだけわずかの生産をしていても避けることができない，その他
の不変的な費用をなんら配慮することなく，財のための現実の支出を充分償う以上の価格
なら，財を無理にでも・売りさばくのが，その連合の構成員にとっても利益となるからであ
る。しかし個々の生産者が生産をつづけ，正常水準以下に価格を押しさげてゆく傾向があ
ればあるほどそれだけ，生産を削減し，価格を維持しようとする連合がうまくゆくことに
よって，消費者の犠牲のもとに，その業種が全体として得る利得は大きくなる。そして多
くの固定資本が利用されている業種が，そのような連合を作るために最大限の努力を払っ
ている。
たとえば，蒸気汽船会社の正常旅客運賃と貨物運賃は，運転経費を償うとともに，利用
されている巨大な固定資本に充分，利潤をもたらすものでなければならない。しかしもし
もある船が満船でないとすれば，・追加的な乗客やもう 1トンの貨物を運ぶために生じる経
費は，正常料金に比して，かなりわずかであろう。また2つの汽船会社の航路が，二地点
の交通で争っているときには，旅客・ 貨物運賃を，しばしば正常ないし「採算のとれる」
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料金よりはるかに低く押える。もし一方の会社が，他方よりはるかに富んでいるとすれ
ば，その会社は，競争会社が倒産してしまい，交通の独占権を得るまで，競争をつづける
ことを選ぶであろう。しかし通常は，旅客・貨物の料金について協定するのが，双方の会
社の利益となる。そこで双方に充分な余裕があれば，一時のあいだ，正常水準をかなり上
回る料金すなわちすべての運転経費を支払い，かつすべての使用資本にたいし正常な利潤
率を与えるに充分なものをかなり上回る料金を設定することにより，双方は大きな独占利
潤を得るであろう。しかし連合が成立すると，各会社は，料金を公的に引き下げることな
く，顧客を引きつける効果をもつと思われる間接的な値引きを行なう強い誘惑にかられる
であろう。この種のものがなにか行なわれているのではないかという疑惑が，しばしばそ
のような連合の崩壊の原因となっている。このようにして，大抵の営業部門で，きわめて
多くの連合が作られ，こわれ，また作られているが，それは特に英国とアメリカの間の取
引やアメリカの沿岸•河川交通においてみられる。シカゴとミシシッヒ°ー渓谷から太西洋
にいたる幹線の最近の歴史は，そのような連合が一杯あり，数多くの驚嘆すべき，またロ
マンティックなエピソードをふくんでいる15)。さらにペンシィルヴァニアとニュー・イン
グランドの大きな石炭会社が，いろんな時に，その時々の中央委員会で決定された一定の
産出量を越えてはならないことを，金銭的罰金によって，相互に拘束しあっている。この
規制をごまかすのは，財の販売すべき価格を決めたものを破るよりも，さらに難かしい。
§3. 遠距離からの競争を回避する困難．
次に，遠くからの新らしい競争相手がしかける競争を回避することの困難について検討
する。これは商品が異なるにつれて，大きく変わる。たとえば，スイスの木綿製造業者の
連合は，世界の市場における木綿の価格にたいし，ごくわずかの影響しか与えることがで
きないであろう。英国の木綿製造業者間の供給制限に関する協定は，大きな商取引の時期
には，かなり価格を引きあげるだろう。しかし誰でもが，太陽が照っている間に干草をつ
くろうとするがゆえに，すべての背がその時に得られる放外に高い利潤の大きな分け前を
得ようとするであろう。そして連合はほとんど確実に崩壊するであろう。他方，もしも英
国の製粉機の生産を制限しようとする企てが，商況がよくなく，他の諸国の製粉機の多く
も遊休している時に，なされるとすれば，制限の効果は，英国のものの代りに外国の製粉
機を稼動させることであろう。英国にたいする外国の競争相手は，生じるであろうごくわ
15) The Railway Problem, by F. J. Adams, junior参照．
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ずかの価格上昇の利益をもすべてものにし，かれらの製品を大量に販売するであろう。さ
らに，いま指摘したように，そのような連合は，そこに使用されている固定資本が大量で
あるがゆえに，多くの緊張に耐えねばならないであろう。ランカシャーの労働者が，雇用
主に生産を制限するように望んだ時には，この緊張を免れるために，かれらはどの雇用主
も，価格が再度上昇するまでは，フル操業をしないように協定することを提案した。
§4. わずかの業者の統制下にある市場．
もしもある商品が簡単には長距離輸送ができないとすれば，その生産者たちの地域的連
合は，供給を制限することが，かれらの利益となることに気付くであろう。たとえば，ァ
イス・クリーム製造業者たちの地城連合は，望む地域の価格を固定することができるだろ
う。なぜならアイス・クリームは遠距離から運ぶことができないからである。もっともか
れらは，消費を抑制してしまう恐れから，あまり高くは固定できないであろう。しかし穀
物が簡単には輸入できない地域での，穀物取引業者の連合は，そのような心配によって制
約されることはないだろう。そして穀物取引が組織だっておらず，高価格のニュースがあ
る地域から他の地域に伝わることがなく，また陸地を通っての重量物の輸送が大変高くつ
いた中世においては，穀物取引業者の地域的連合は， しばしば価格をきわめて高いところ
へつりあげた。しばらくすると，価格は新供給によって下がり，そして在庫の一部は損を
出して売らなければならなかったであろう。しかし悪くしても，穀物は次年度まで保存す
ることができ，また，もし，しばしば起ったように，かれらがそれを買った価格の二倍以
上で，手持ちの半分を売却したとすれば，残りを腐らせてしまってもよかった16)。
今日でも穀物取引業者間の連合は，時として，その価格の地域的混乱の原因となる。英
国で消費される大量の穀物は，シカゴからニュー・ヨーク経由で入ってくる。そしてもし
も競争が完全に自由であるとすれば，穀物の価格は太西洋を輸送する経費により，ニュー
・ヨークにおけるよりも英国において，より高くてしかるべきであり，またアメリカ大陸
16)前の第3編第2章で引用した表を参照。それゆえに， ミルがアダム・スミスにしたが
いつつ，「もしも投機業者が大量の穀物を買いつけ， それを市場に出さないで保蔵す
ることにより，価格をクォーターあたり10シリング引きあげたとしても，……それを
市場に戻すことによりちょうど同じだけ価格を下げるであろう」第4編第2章§5.と
論ずる時， 誤りを犯しているようである。特定市場における食糧供給を「買い占め
る」ために，そしてまたそれを法外な価格で「小売りし」ないし「転売する」ために
連合する者たちを取締まる中世の法令や布告は，たしかにそれらが善よりは弊害をも
たらしたとしても， しばしば考えられるほど馬鹿げたことではなかった。
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を半分近く横断して輸送する経費により，シカゴにおけるよりも，ニュー・ヨークにおい
てより高くてしかるべきであるのに，時として業者の連合が，ニューヨークにおけるその
価格を，他の諸国の競争がそれを英国で売却させるところの価格に近い高さに維持するし
，またシカゴの穀物仲買人はうまくやって，しばしばパン屋に，シカゴにおいても，ニュ
ー・ヨークと同じだけを払わさせていると言われている。
さらに，ある市場における商品の価格は，それをその市場に運搬する手段が事実上独占
されているばあいには，人為的に引きあげられる。石炭は，それが水運で容易に運搬しう
るところでは，廉価である。しかし，ひとつの鉄道会社のなすがままになっている内陸地
城では，石炭は高価である。
§5. 連合の成功の諸条件．
いまや，同業連合が，供給を制限することにより，ひとつの市場において，ー商品の価
格を引きあげることに成功するための諸条件を要約できるであろう。連合をつくる者たち
は，その市場に簡単に供給できるほぽすべての業者の団結を確保できなければならない。
その連合は，忠実でない者が誰であっても，その者に社会的ないし金銭的罰則を課すこと
ができなければならない。そしてその商品は緊急の必要を満たすものであり，したがって
その消費は，価格の上昇によってかなり抑制されるものであってはならない。
これらのことと， 価格を引き下げさそうとする買い手の連合の成功の諸条件との間に
は，密接な対応関係がある。連合をつくる買い手は，頻繁にその市場を利用するほぼすべ
＇ての者を連合に結集させるようにできなければならない。その連合は，忠実でない者には
誰にたいしても社会的・金銭的罰則を課すことができなければならない。また商品は運搬
が困難なものであるか，ないしはその市場から新しい買い手を排除するなんらかの他の根
拠がなければならない。最後に，そこにおける生産者と取引業者の情況は，供給が低価格
によって大きく制限されるようなものでなければならない。これらの条件は，多分，買い
手が遠くで販売するための財を買い入れる豊かな商人であるわずかなばあい，とくに売り
手が漁師のような貧しい人びとであるかあるいは未開民族であるようなところで，満たさ
れるだろう。またこの条件は，買い手が労働の雇用者であり，売り手が人口過剰地域の労
働者であり，かれらが生計を稼ぐためにはほとんど他の選択肢をもっていないときに， し
ばしば満たされる。
§6. 低賃金のための雇用者間の連合．
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賃金が慣行によって決められることがなくなり，契約によって取りきめられはじめて以
来，賃金を引き下げようとする雇用者間の連合が一般的になった。そして多くのところで
は，かれらはそれに成功するために必要なすべての条件を有していた。例として，どの大
都市や工業地域からもかけ離れている英国の地方に住んでいる農場主のばあいをとりあげ
てみよう。農場主は数が少なく，かれらのほとんどは互いに子供時代からの知り合いであ
り，かれらが労働者に支払おうとする代価に関しては，かれらの間に通常は暗黙の了解が
存在する。もしかれらのうちの誰かが，この了解を破ろうとするようなことがあれば，と
くにもしもかれが他の農場主のところから人を引き抜こうとして，了解を破ろうとするな
ら，かれにとってその意見がもっとも気がかりな人々の評価をそこねるであろう。事実
「もしも外部からの競争がないとすれば，特定の地域における一業種内部での雇用者側の
労働獲得競争が激しいということはまずない。」17)そして近くに製造業が存在しないのであ
れば，外部からの競争も，農村ではまず姿をあらわさない。
他方労働者は保存のきかない商品の売り手の立場にある。あるばあいには，しばらく仕
事から離れて休息し， 「遊び日」を持ちたいであろうが，もしもかれらが長い間，仕事と
賃金から離れるとすれば，すべての者，とりわけ既婚者は，労働の価格を手にすることが
できずに大いに困る。農業労働者は，自分が生れた教区の外で働らくということを，まず
は考えない。そして多分市場の晩餐会でどれだけの賃金を払うかを決めている数人の農場
主の気のむくままの状態におかれている。
農場主たちがそういった事柄を決める会合は，通常，非公式のものであり，農場主自身
を除けばほとんど知らない。けれどもどの新聞を見ても，どのようにして，西部ランカシ
ャー炭坑所有者協会やフォール・リバー製造者協会がある日に会合をひらき，賃金を10パ
ーセント上げたり下げたりすることにつき投票したことを読むことができるし，またどの
ようにして「北部および北東部ランカシャー綿紡績業主協会によってきめられた賃金率に
関する提案を討議するために，プラックバーンとプレストンで雇用者たちの会合がひらか
れた」かを読むことができる。
諸都市で営業している業種の雇用者の連合は， しかしながら農場主の連合のようには簡
単に運営しきれない。なぜならひとつの都市ないし製造業地域では，通常ある業種内の労
働者を求める，部外からのなんらかの競争が存在し，都市労働者は，農場労働者以上に，
職業や住居を変えがちであり，また子供たちにとって最善の職業を求めて，周囲を見回し
17) Cliffe Leslie, Land System. p. 371. 
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ているものである。したがってもしも雇用者のある連合が，ある業種の賃金を，正常水準
よりはるかに下に押しさげることに成功すれば，その業種の労働供給は減少し，供給の削
減によって，その商品の価格は引き上げられるであろう。そして労働を安く買い入れ，財
を高く売る雇用者は，きわめて高い利潤を得るであろう。かれらのそれぞれは，少々高い
賃金であっても多くの人を自分のところに集めることにより，また財の販売価格が生産経
費を大きく上回っているまさにその時に，事業を拡張することにより，大きな利得を得る
ことになるだろう。それゆえに各製造業者が自分の利益を追い求め，労働市場で競争相手
と競うのを妨止するためには， きわめて強い罰則が必要である。しかし製造業者の連合
が，不忠なる構成員に課すことができる社会的罰則は，通常，そう重いものではない。な
ぜなら，構成員は，農場主ほどには，同じ業種の連合に，社交のために依存していること
はまずないからである。そしてそれゆえに，そのような連合はしばしば規則違反にたいし
大きな金銭的罰則を決めており，各構成員から徴課金支払いについての誓約を要求してい
る。そのような連合は，全体として強固さを保っているようだが，それでもきわめて強固
なものは数少ない。
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